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第 10回理事会 11/22　本所会議室

協
議
一
　
平
成
二
十
五
年
度
上
期
仮
決
算
と
上
期
業
務
報
告
書
の
確
定

▼
十
一
月
八
日
開
催
の
第
九
回
理
事

会
決
議
を
受
け
て
、「
平
成
二
十
五

年
度
上
期
業
務
報
告
書
」を
十
一
月

十
一
日
付
け
で
監
事
会
に
提
出
し
、

監
事
会
で
は
十
一
月
十
一
日
か
ら

十
四
日
迄
の
四
日
間
に
亘
り
定
期
監

査
が
行
わ
れ
、
平
成
二
十
五
年
度
上

期
の
業
務
執
行
状
況
並
び
に
上
期
業

務
報
告
書
に
か
か
る
関
連
証
憑
書
類
の
照
合

精
査
と
確
認
が
行
わ
れ
た
。

▼
こ
の
結
果
、「
重
要
な
指
摘
は
な
い
」と
し

て
監
査
が
終
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
平

成
二
十
五
年
度
上
期
業
務
報
告
書
」を
も
っ

て
、
平
成
二
十
五
年
度
上
期
の
仮
決
算
並
び

に
業
務
報
告
書
を
確
定
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。

▼
平
成
二
十
五
年
度
の
収
支
状
況
は
、
事

業
総
利
益
が
一
億
八
千
百
八
十
四
万
四
千

円（
前
年
対
比
九
十
二
・
八
％
、
計
画
対

比
九
十
七
・
五
％
）、
事
業
管
理
費
は

一
億
八
千
十
七
万
千
円（
前
年
対
比
九
十
七
．

九
％
、
計
画
対
比
九
十
六
・
七
％
）、
事
業
利

益
は
百
六
十
七
万
三
千
円
で
、
税
引
後
当

期
利
益
は
百
三
十
二
万
三
千
円（
前
年
対
比

十
四
．
八
％
、
計
画
対
比
六
十
四
・
三
％
）。

協
議
二
　
監
事
か
ら
提
出
の

監
査
報
告
書
の
受
理

▼
平
成
二
十
五
年
度
の
組
合
の
業
務
執
行
状

況
等
に
関
す
る
定
期
監
査
が
行
わ
れ
、
理
事

会
宛
に
監
事
か
ら
「
平
成
二
十
五
年
度
上
期

監
査
報
告
書
」が
提
出
さ
れ
、
こ
の
受
理
を

決
定
し
た
。

協
議
三
　
リ
ー
ス
事
業
の
事
務
取
次

▼
組
合
員
一
名
か
ら
申
請
を
受
け
た
補
助
付

き
リ
ー
ス
事
業
の
貸
付
申
請
に
お
い
て
、
設

置
場
所
や
申
請
者
名
義
等
に
お
い
て
、
農
協

法
や
同
事
業
で
の
合
理
性
、
整
合
性
が
取
れ

■
平
成
二
十
五
年
度
上
期
仮
決
算
を
確
定

な
い
状
況
か
ら
、
こ
れ
ら
の
整
理
が
整
う
と

い
う
こ
と
の
条
件
付
き
で
認
め
る
こ
と
と
し

た
。協

議
四
　
職
員
に
対
す
る

年
末
賞
与
の
支
給

▼
支
給
額
、
支
給
時
期
、
支
給
方
法
等
を
組

合
長
一
任
と
し
て
決
定
し
た
。

■
報
告
事
項

一　

�

子
会
社
「
山
陽
乳
業
㈱
」の
経
営
状
況

二　

�

平
成
二
十
五
年
度
生
乳
計
画
生
産
の
進

捗
状
況

三　

平
成
二
十
五
年
度
支
払
乳
代
の
推
移

四　

�

十
月
度
の
中
国
生
乳
販
連
の
乳
質
検
査

成
績

（監事監査の様子）

　
理
事
十
一
名（
一
名
欠
席
）、
監
事
二
名（
二
名
欠
席
）
の
出
席
の
も
と
、

以
下
の
四
つ
の
協
議
事
項
等
を
審
議
し
た
。

（監査報告を述べる池田代表監事）
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公
益
社
団
法
人
広
島
県
獣
医
師
会
産
業
動

物
部
会
主
催
に
よ
る
「
牛
白
血
病
の
現
状
と

対
策
」の
研
修
会
が
あ
り
広
酪
か
ら
和
田
千

順
主
任（
事
業
推
進
課
）が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
は
「
牛
白
血
病
」に
関
す
る
情
報

の
共
有
と
と
も
に
「
蔓
延
防
止
」を
目
的
と

し
、
こ
の
参
集
範
囲
は
、
こ
れ
ま
で
は
獣
医

師
を
対
象
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
は
生
産

者
や
獣
医
師
、
畜
産
関
係
団
体
等
を
含
め
た

関
係
者
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
、
こ
の
中
に

は
酪
農
家
の
顔
も
あ
っ
た
。

　

研
修
会
の
講
師
に
は
村
上
堅
二
氏（
岩
手

大
学
農
学
部
共
同
獣
医
学
科
獣
医
微
生
物
学

研
究
室
）を
迎
え
、
二
十
七
年
振
り
に
国
が

疫
学
調
査
と
し
て
牛
白
血
病（
Ｂ
Ｌ
Ｖ
）調
査

結
果
を
交
え
、
感
染
リ
ス
ク
の
防
止
に
触
れ

ら
れ
た
の
で
、
こ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

一
．
近
年
の
牛
白
血
病
流
行
状
況

　

平
成
十
六
年
頃
か
ら
全
国
的
に
広
ま
り
、

平
成
二
十
四
年
度
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ

る
牛
の
伝
染
病（
法
定
・
届
出
）の
内
、「
牛

白
血
病
」が
群
を
抜
い
て
多
く
二
千
九
十

件（
十
四
年
前
の
平
成
十
年
度
の
発
生
は

九
十
九
件
）。

　

参
加
し
た
肥
育
農
家
か
ら
は
、
肥
育
牛
の

と
畜
後
の
牛
白
血
病
発
症
事
例
の
紹
介
に
触

二
十
七
年
振
り
の
牛
白
血
病（
Ｂ
Ｌ
Ｖ
）疫
学
調
査
結
果

～
北
海
道
の
陽
性
牛
率
十
一
・
五
％
に
対
し
て
中
国
地
域
は
五
十
六
・
五
％
～

牛
白
血
病
清
浄
化
に
向
け
国
に
よ
る
早
急
な
施
策
を
（
十
二
月
十
三
日
　
三
次
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

れ
「
と
畜
後
の
検
査
で
牛
白
血
病
発
症
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
、
販
売
収
入
が
ま
っ
た
く

得
ら
れ
な
い
。
国
に
よ
る
何
ら
か
の
救
援
策

を
講
じ
て
欲
し
い
」と
し
た
訴
え
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
県
担
当
者
か
ら
、
損
失
リ

ス
ク
の
甚
大
さ
に
十
分
な
理
解
を
も
つ
中

で
、
現
在
国
が
「
牛
白
血
病
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」作
成
を
行
っ
て
い
る
状
況
に
触
れ
る
回

答
に
止
ま
る
な
ど
、
畜
産
農
家
が
万
一
被
っ

た
際
の
対
応
策
ま
で
は
言
及
さ
れ
な
か
っ

た
。

二
．
牛
白
血
病
浸
潤
調
査

　

牛
白
血
病
浸
潤
調
査
は
、
一
九
八
二
年
に

家
畜
衛
生
試
験
場
が
実
施
し
た
全
国
調
査
以

来
、
全
国
的
な
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

二
十
七
年
振
り
に
行
わ
れ
た
農
林
水
産
省
委

託
事
業（
調
査
対
象
期
間
は
二
〇
〇
九
年
～

二
〇
一
一
年
）
に
よ
る
調
査
結
果
と
し
て
、

表
一（
乳
用
牛
の
み
）が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の

調
査
方
法
は
、
各
都
道
府
県
に
あ
る
各
地
域

を
単
位
と
す
る
家
畜
保
健
衛
生
所
内
で
同
意

を
得
ら
れ
た
四
農
場
を
抽
出
し
、
こ
の
農
場

か
ら
候
補
牛
二
十
頭
を
選
抜
し
行
わ
れ
た
。

　

表
一
を
見
る
と
北
海
道
は
一
家
保
内
に
占

め
る
農
家
戸
数
・
飼
養
頭
数
が
多
く
、
内
地

と
比
べ
て
全
体
の
飼
養
頭
数
に
占
め
る
検
体

数
の
割
合
が
少
な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
．
清
浄
化
対
策

①
定
期
検
査
の
実
施
で
状
況
を
把
握
す
る

②
ま
ん
延
リ
ス
ク
を
減
ら
す

　

Ⅰ　

吸
血
昆
虫
対
策（
特
に
六
～
十
月
）

　

Ⅱ　
�

陽
性
牛
と
陰
性
牛
を
出
来
れ
ば
分
離

飼
育
が
望
ま
し
い

③
初
乳
リ
ス
ク
の
低
減

　

Ⅰ　

プ
ー
ル
初
乳
は
給
与
し
な
い

　

Ⅱ　

初
乳
は
陰
性
牛
の
も
の
と
す
る

④�

直
検
手
袋
等
、
器
具
の
使
い
回
し
は
し
な

い

四
．
清
浄
化
に
国
の
早
急
な
施
策
を

　

近
年
「
牛
白
血
病
」の
感
染
牛
陽
性
率
が

増
す
中
で
、
こ
の
防
疫
対
策
に
特
効
薬
が
な

い
。

　

従
っ
て
、
清
浄
化
に
あ
た
り
経
済
的
損
失

が
少
な
い
計
画
的
な
更
新
方
法
が
必
要
で
、

行
政
に
よ
る
制
度
整
備
も
必
要
。
行
政
指
導

に
よ
る
「
高
リ
ス
ク
牛
の
調
査
確
認
」に
併

せ
て
、
高
リ
ス
ク
牛
の
優
先
的
な
『
と
場
出

荷
』リ
ス
ク
牛
を
把
握
し
た
上
で
の
清
浄
化

対
策
と
併
せ
て
、
低
リ
ス
ク
牛
の
順
次
更
新

等
が
必
要
で
あ
る
。

（
ま
と
め
）

　

今
回
の
研
修
を
受
け
て
、
研
修
会
内
容
か

ら
は
、
も
は
や
畜
産
農
家
個
々
に
よ
る
対
応

は
、
相
当
の
時
間
や
経
費
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
改
め
て
、
国
に
よ
っ
て
早
急
な
「
牛
白

血
病
の
清
浄
化
対
策
」が
必
要
と
感
じ
た
。

　

広
酪
で
は
、
牛
白
血
病
に
対
す
る
清
浄
化

に
向
け
て
、
国
や
県
、
酪
農
政
治
連
盟
や
全

国
酪
農
協
会
等
の
関
係
団
体
に
対
し
て
、
全

国
的
な
清
浄
化
へ
の
取
り
組
み
を
要
請
し
、

広
酪
が
取
り
扱
う
預
託
牛
・
導
入
牛
に
関
し

て
も
、
導
入
先
の
買
付
農
家
の
選
定
、
牛
白

血
病
抗
体
検
査
を
実
施
、
３
Ｍ
事
業
に
か
か

る
疾
病
事
故
等
リ
ス
ク
保
全
策
と
し
て
の
見

舞
金
交
付
等
の
独
自
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

　

組
合
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
飼
養
衛
生
管
理
で
の
「
牛
白
血
病
蔓
延

防
止
策
」を
も
っ
て
自
衛
防
疫
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

地域 農場 乳用牛検体数
（個体）

陽性率
（％）

北海道 30 592 11.5
東北 72 1,287 23.8
関東 88 1,662 41.9
北陸／中部 122 2,338 31.9
近畿 52 980 37.2
中国 72 1,383 56.5
四国 36 654 22.0
九州／沖縄 115 2,233 64.6
合計 587 11,130 40.9

（表 1）
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■
ネ
ッ
ト
普
及
で
便
利
な
社
会
に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
遠
く

離
れ
た
場
所
に
い
る
友
人
・
家
族
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
り
、
外
へ
出
な
く

て
も
欲
し
い
物
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
り
と
、
何
か
と
便
利
な
社
会
に
な
っ
た
。

特
に
最
近
で
は
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
Ｔ

ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ（Social�

N
etw
orking�Service

）を
利
用
す
る
こ
と
で
、

身
近
な
友
達
や
家
族
か
ら
出
会
っ
た
こ
と
の

な
い
人
と
で
も
、
写
真
や
情
報
等
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
考
え
な
ど
を
自
由

に
素
早
く
発
信
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

■
利
便
性
の
代
償

　

し
か
し
、
情
報
を
自
由
に
発
信
で
き
る
一

方
で
、
事
実
無
根
の
誹
謗
中
傷
や
差
別
発
言

な
ど
に
よ
り
、
人
権
侵
害
を
受
け
た
報
告
件

数
も
年
々
増
加
し
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
目
立
っ
て
い
る
の
が

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
。
特
に
、

S
N
S
の
利
用
に
よ
り
知
ら
な
い

内
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ

た
り
、
逆
に
相
手
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
し
た
り
と
い
っ
た
問

題
が
増
え
て
い
る
。「
○
○
さ
ん

が
△
△
さ
ん
と
×
×
に
い
た
」と

い
う
発
言
の
投
稿
、「
□
□
さ
ん

が
酔
っ
て
寝
て
い
た
の
で
写
真
を

撮
っ
て
S
N
S
サ
イ
ト
へ
勝
手
に

投
稿
し
た
」と
い
う
行
動
が
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
例
も
あ
る
。「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
侵
害
さ
れ
た
」と
感
じ

る
境
界
線
は
人
に
よ
っ
て
様
々
だ

が
、
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
個
人
情
報
を
、

仲
間
内
で
あ
っ
た
と
し
て
も
社
会
に
向
け
て

公
開
す
る
こ
と
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に

あ
た
る
。

■
使
い
方
を
誤
る
と
…
…

　

ま
た
、
情
報
を
素
早
く
伝
え
ら
れ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
長
所
は
、
逆
に
知
ら
れ
た
く

な
か
っ
た
情
報
や
誤
っ
た
情
報
で
も
瞬
時
に

広
が
っ
て
し
ま
う
問
題
が
あ
る
。
二
〇
〇
二

年
に
制
定
さ
れ
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法

は
、
そ
う
い
っ
た
人
権
侵
害
が
起
こ
っ
た
際

に
対
処
で
き
る
法
律
と
し
て
、
発
信
さ
れ
た

情
報
の
削
除
や
発
信
元
を
開
示
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
事
後
的
な
対
処
法
で
あ

り
、
広
範
囲
で
瞬
時
に
伝
わ
っ
て
い
く
情
報

を
完
全
に
削
除
す
る
こ
と
は
原
理
的
に
は
困

難
な
た
め
、
も
し
自
分
が
悪
意
な
く
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な
が
る
情
報
を
発
信
し

た
場
合
、
取
り
返
し
の
付
か
な
い
状
況
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

■
人
権
侵
害
の
被
害
者
・
加
害
者
に

な
ら
な
い
た
め
に
は
？

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
、
完
全
で
は

な
い
が
匿
名
性
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
他
の

人
が
ど
う
思
う
か
と
い
う
思
考
力
の
欠
如
か

ら
人
権
侵
害
の
起
こ
る
危
険
性
が
高
い
。

そ
の
た
め
、
①
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
、

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
造
と
特
徴
を
理
解

す
る
、
③
ふ
ざ
け
て
い
た
と
し
て
も
、
悪
質

な
行
為
は
人
権
侵
害
・
犯
罪
と
な
る
、
と
い
っ

た
「
心
構
え
」を
持
つ
こ
と
が
、
人
権
侵
害
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
こ
と
に

繋
が
る
と
言
え
る
。

■
軽
は
ず
み
な
行
動
が

　

最
近
、
飲
食
店
で
働
い
て
い
る
店
員
が
洗

浄
機
に
入
っ
た
り
、
食
品
を
粗
末
に
扱
っ
た

り
し
た
画
像
を
T
w
i
t
t
e
r
に
投
稿
し

た
こ
と
で
問
題
と
な
っ
た
が
、
酷
い
と
こ
ろ

で
は
「
閉
店
」、「
倒
産
」と
い
っ
た
事
態
、
事

件
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
誰
が
見
て
い
る
か

分
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

特
徴
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

■
情
報
発
信
者
は
責
任
を

　

仲
間
内
で
悪
ふ
ざ
け
の
写
真
を
共
有
し
た

つ
も
り
が
、
様
々
な
人
の
目
に
と
ま
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
何
よ
り
も
「
自
分

の
行
為
は
悪
ふ
ざ
け
で
は
な
く
、
立
派
な
犯

罪
で
あ
る
」と
い
う
罪
の
意
識
の
欠
如
が
問
題

だ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上

で
、上
村
崇
先
生
は
「
情
報
を
発
信
す
る
際
は
、

自
分
が
自
分
の
情
報
の
編
集
者
に
な
る
こ
と
」

が
大
切
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

人権問題啓発研修
テーマ

「インターネットと人権」から

11/21　県立総合体育館会議室

■
研
修
を
受
け
て
の
感
想

　

今
回
は
、
若
者
の
間
で
問
題
の
多
い
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修

で
し
た
。
普
段
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
な
い
人
は
、「
自
分
の
『
情
報
』の
編
集
者
」

の
『
情
報
』を
『
言
葉
』に
置
き
換
え
て
み
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
言
葉
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
載
せ
た
『
情
報
』と
同
じ
で
す
。
例
え
ば

相
手
を
傷
つ
け
る
言
葉
の
後
に
、「
そ
ん
な
つ

も
り
で
言
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
」、「
冗
談
だ
よ
」

等
と
い
っ
て
、
そ
の
場
を
取
り
繕
う
こ
と
は

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
度
口
か
ら

出
た
言
葉
は
決
し
て
取
り
消
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
る
と
「
言
葉
の
持
つ
力
」

と
は
と
て
も
大
き
く
、
使
い
方
を
誤
れ
ば
人

権
を
侵
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
つ
の
言

葉
に
長
年
心
を
囚
わ
れ
る
ほ
ど
苦
し
い
思
い

を
し
た
り
、
逆
に
自
分
の
言
葉
で
他
人
を
同

じ
よ
う
に
苦
し
め
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
辛
い
と
き
や
落
ち
込
ん
だ
と
き

に
励
み
に
な
る
の
も
「
言
葉
」で
あ
り
、
人
と

の
会
話
や
メ
ー
ル
、
本
や
詩
の
一
節
が
立
ち

直
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

普
段
か
ら
相
手
に
伝
え
る
言
葉
の
選
び
方
や

言
い
方
を
優
し
い
も
の
、
よ
い
も
の
に
し
よ

う
と
心
が
け
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
伝
え
る
こ
と
は

思
い
や
り
で
す
。
あ
た
り
前
の
よ
う
で
あ
っ

て
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
か
ど
う
か
は
関
係
な
く
、
相
手
を
思
い
や

る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
お
互
い
に
気
持
ち
の
良

い
環
境
を
築
い
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　広島県は、農林漁業団体等の職員を対象とす
る人権問題啓発研修会を開催し、広酪から岡田
友希主事（総務管理課）が出席した。講師は福山
平成大学の准教授・上村崇先生で、「インターネッ
トと人権」をテーマにした講演とともに、グルー
プ討議が行われた。研修会のポイントに触れ、
以下に紹介する。
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開
会
に
あ
た
り
、
岩
竹
重
城
組
合
長
は
「
当
組
合
は
、
飼
料
稲

（
W
C
S
）を
利
用
す
る
こ
と
で
、
輸
入
乾
牧
草
の
市
場
価
格
に
影

響
さ
れ
ず
、
安
価
で
良
質
な
飼
料
供
給
を
通
じ
て
酪
農
経
営
の
安

定
に
寄
与
す
る
た
め
、
飼
料
稲
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

広
酪
の
中
山
篤
志
課
長（
事
業
推
進
課
）か
ら
は
、「
飼
料
イ
ネ

（
W
C
S
）の
確
保
行
動
に
向
け
た
方
針
と
取
組
概
要
」、
広
島
県

農
林
水
産
部
畜
産
課
の
小
川
寛
大
リ
ー
ダ
ー
か
ら
は
「
転
作
へ
の

取
組
の
経
緯
」が
説
明
さ
れ
、
そ
の
後
、
質
疑
応
答
と
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
収
穫
機
は
ど
う
す
る
の
か
」、「
た
ち
す
ず

か
の
種
子
は
確
保
で
き
る
の
か
」、「
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
買
取
価
格
は
ど
う

か
」、「
法
人
等
へ
の
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
示
し
て
は
ど
う
か
」等

の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

広
酪
で
は
、
今
回
の
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
県
や
地

域
再
生
協
議
会
と
も
連
携
を
取
る
中
で
、
引
き
続
き
農
業
法
人
等

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
確
保
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

「飼料用稲」確保に向け
理解と協力を

地域再生協に求む

（11/27　三次ロイヤルホテル）

「ダンテナー船型 2tダンプ用H800」の譲渡希望がありました。内容は以下のとおりです。

1）形　式　　　　　　　： ダンテナー船型 2t ダンプ用 H800
   　 深さ 80 ㎝ × 長さ 350cm× 幅 150cm
2）譲渡価格や引取方法等：要相談
3）問い合わせ先　　　　：山根温子さんに直接ご連絡下さい。
　　　　　　　　　　　　（携帯電話番号：090 － 1180 － 1136）

リサイクルコーナー

譲り渡したし「ダンプ用船型」

　
広
酪
は
、
飼
料
用
稲（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）確
保
に
向
け
て
、
各
地
域
の
農

業
法
人
を
束
ね
る
地
域
農
業
再
生
協
議
会（
平
成
二
十
五
年
十
月

十
四
日
現
在
の
広
島
県
内
の
農
業
生
産
法
人
は
二
百
三
十
六
）の
会

員
ら
を
集
め
、
広
酪
の
取
組
方
針
を
説
明
し
、
そ
の
後
、
各
地
域

の
事
情
把
握
の
た
め
情
報
交
換
し
た
。

　
参
加
者
は
、
地
域
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
二
十
名
、
県
職
員

十
二
名
、
JA
広
島
中
央
会
職
員
一
名
、
広
酪
六
名
の
出
席
で
総
勢

三
十
九
名
と
な
っ
た
。

～「収穫機はどうするの」
「種子は確保できるの」～


